
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
に
規
定
す
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
に
規
定
す
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
総

務

省
、
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

令
第
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
の
申
請
）

（
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
承
認
の
申
請
）

第
二
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
経
済
牽け

ん

引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
地
域
経
済
牽
引
事

業
計
画
の
承
認
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す

る
促
進
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
地
方
公
共
団
体

を
含
む
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
又
は
沖
縄
総
合
事
務
局
長
を
経
由

し
て
、
主
務
大
臣
。
次
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
造
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第

十
一
条
第
一
項
の
認
定
（
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。）又
は
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
二
条
の
二

第
三
項
の
認
定
（
同
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
申
請
書
の
記
載
事
項
の
う
ち
造
船
法
第
十
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
基
盤
強
化
計
画
（
以
下
単
に
「
認
定
事
業
基
盤
強
化
計
画
」
と
い
う
。）又
は
地

球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促

進
事
業
計
画
（
以
下
単
に
「
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
」
と
い
う
。）の
記
載
事
項
と
重
複
す
る
部
分

の
記
入
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
地
域
経
済
牽け

ん

引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
地
域
経
済
牽
引
事

業
計
画
の
承
認
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
を
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す

る
促
進
区
域
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
地
方
公
共
団
体

を
含
む
と
き
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区
域
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
長
又
は
沖
縄
総
合
事
務
局
長
を
経
由

し
て
、
主
務
大
臣
。
次
条
第
一
項
及
び
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
造
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第

十
一
条
第
一
項
の
認
定
（
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い

て
同
じ
。）を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
書
の
記
載
事
項
の
う
ち
同
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
認
定
事
業
基
盤
強
化
計
画
（
以
下
単
に
「
認
定
事
業
基
盤
強
化
計
画
」
と
い
う
。）の
記
載
事
項
と
重
複
す

る
部
分
の
記
入
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
三

﹇
略
﹈

一
〜
三

﹇
略
﹈

四

当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
承
認
の
申
請
を
す
る

場
合
に
は
、
認
定
事
業
基
盤
強
化
計
画
又
は
認
定
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画

四

当
該
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
承
認
の
申
請
を
す
る

場
合
に
は
、
認
定
事
業
基
盤
強
化
計
画

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
総

務

省
、
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

令
第
一
号

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展

の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
に
規
定
す
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

金
子

恭
之

財
務
大
臣

鈴
木

俊
一

厚
生
労
働
大
臣

後
藤

茂
之

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

環
境
大
臣

山
口

壯


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